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　　　　共通教育における遠隔教育システムの活用と

利用推進のためのオンライン・マニュアルの作成と配信

水野りか・藤田知加子

1。序　　論

　信州大学には，松本，長野，上田，伊那に5つの．キャンパスが点在するという物理的問題

がある。1988年に導入された信州大学のSUNS（Shinshu　University　Network　System）は，

散在するキャンパス間を片道19Mpbsもの電送容量を持つ7．5GHz帯のデジタル・マイクロ

波を用いて結び，画像情報のみならず音声情報を迅速かつ容易に相互通信することを可能に

した信州大学独自の遠隔講義システムで，この導入により，キャンパス間の心理的距離は大

幅に短縮した。

　SUNSの他，現在運用されている日本の画像情報ネットワーク・システムには，文部省

メディア教育開発センターのSCS（Space　Collaboration　System），東京工業大学の

ANDES（Academic　Network　for　Distance　Education　by　Satellite），豊：橋技術科学大学の

MUPS（Multimedia　Ulliversity　Pilot　System）等がある。　SUNSは，このいずれよりも長

い歴史を持つだけでなく，その機能，とりわけ，音声の情報伝達速度や，遠隔地のカメラ操

作まで可能な，その双方向性は秀逸であり，遠隔講義以外にも，遠隔会議，セミナ，公開講

座，学内LAN接続，構内電話等に幅広く活用されている。

2。SUNSによる遠隔講義の利点

　種々の用途の中でもやはり，SUNSの遠隔講義に果たす役割は，とりわけ大きい。

SUNSにより，隔地学部の教官も，松本の教官も，ともに離れたキャンパスに長時間かけ

て出向くことなく，各々の専門を生かした共通教育を，学部を問わず，1年生，あるいは，

高年次生に対して行うことができるようになった。また，隔地学部の教官でも，松本にいる

自学部の1年生に，入学直後から専門教育を簡便に行うことができるようになった。

　大下・守・覧（1990）は，教官と学生にSUNSによる遠隔講義の評価アンケートを実施

し，教官の約80％が移動して講義をするよりはSUNSを用いた遠隔講義の方が望ましいと

答え，学生の約70％が，移動するよりはSUNSを利用して現地で受講したいと考えている

ことを明らかにした。

3。遠隔講義特有の問題点と改善設備の充実

物理的問題を解決してくれるSUNSによる遠隔講義は，教官にも学生にもこのように肯
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定的に受け止められている。しかし，実際は，①教育効果，②操作の難しさ，に関わる

様々な問題のために，これを積極的に活用してきた教官は少ない。

　しかしながら，特に①の教育効果に関わる問題については，以下のように，種々の取り組

みが行われてきており，そのほとんどが解決されてきている。

3．1　マルチ・スクリーンの導入

　守・野村（1990）は，SUNSによる遠隔講義と生の講義での理解度を比較し，遠隔講義

の理解度が生の講義よりも低いことを，そして，その違いが主として画面の見にくさという

物理的問題に起因していることを見出した。また，先述の大下・守・覧（ユ990）の学生の評

価アンケートでも，遠隔講義に対する学生の評価が低い原因の1つが，やはり，画面の見に

くさにあることが見出されていた。

　そこでこの問題に対処するため，1997年，SUNS遠隔講義室に，大型画面を8画面組み

合わせたマルチ・スクリーンが導入された。この大型スクリーンには，パソコン画像，4台

の映像カメラ，書画カメラ，VTR，等の様々なメディアを，同時に，8画面の好きな箇所

に提示することができる。これにより，情報量・見やすさは飛躍的に向上し，画面の見にく

さの問題は，ほぼ解決された。

3．2情報コンセントの設置

　大下・守・箆（1990）の調査では，遠隔講義の評価の低さの原因として，画面の見にくさ

の他にも，学生側から，1。参加意識や緊張感のなさ，2。教師との対話のなさ，3．一方

通行的授業，等の問題が指摘され，教官側からは，1．学生の反応を肌で感じられないため

通常の講義よりもやりにくい，2。講義の雰囲気を伝えにくい，等の問題が指摘されていた。

このため，信州大学では早くから，遠隔教育に実習を取り入れて参加意識を向上させたり，

LAN・インターネットを利用して学生と教官のインタラクションを増すような対策の必要

性が認識されていた。実際，その後，衛星通信や地上系通信網を利用した遠隔教育全般の内

容や有効活用方策を吟味・検討すべく1994年頃設立された衛星通信教育振興協会も，遠隔教

育の今後の検討課題として，1。効果的な演習・実習方法の確立，2。インターネットによ

る研修生レスポンス集計システムの開発，等，上の問題に対応した課題を挙げた（衛星通信

教育振興協会，1998）。また，他の衛星通信教育システムを用いた遠隔講義に関する研究で

も（中山・清水，1997），遠隔講義には，1。参加意識，2。コミュニケーション，等の点

で問題があることが見出された。これらの研究は，先の参加意識の問題，双方向性の問題が，

SUNS特有の問題ではなく，こうしたシステムを利用した遠隔教育に共通する，遠隔教育

特有の問題であることを示唆している。

　文部科学省の高等教育審議会も，1996年頃から，マルチメディアを活用した21世紀の高等

教育の在り方に関する懇談会（文部科学省，1996）などで，インターネットを取り入れた教

育や教員と学生の情報交換の必要性を唱え始めた。そのような中，信州大学では，2000年に

SUNS61番遠隔講義室に教官と学生用の情報コ1ソセソトが設置された。これにより，教宮や

学生がノーートパソコンを接続すれぽ，SUNSとインターネットを併用した遠隔教育ができ

るようになり，課題を解きながら遠隔講義を受けたり，回答を教官に送信したり，あるいは，
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学生と教官がメールでやりとりする等，学生の参加意識や双方向性を増す工夫が可能となり，

これらの問題は大幅に改善された。

3．3　さらなる改善

　その後も，2001年前期にはLANの簡便化を図るためにSUNS61番遠隔講義室に無線

LANが配備されるとともに，各教官，特に隔地学部の教宮が，　SUNS講義室までわざわざ

自分のノート・パソコンを持参しなくても済むよう61，62番遠隔講義室に教官用パソコンが

配置される等，SUNSの活用を支援する設備の充実が図られた。また，後期には，パソコ

ンの画像を鮮明なまま遠隔地に送信するソフトが導入されるとともに，SUNSの映像と音

声を学内LANで一斉配信し，　LANに接続したパソコンがあるところならどこからでもそ

れが閲覧できるようなシステムが導入され（Fig，7参照），教育や研究に関する情報が，益々

快適かつ簡便に共有できるようになった。

4。SUNSとパソ調ンの併用に対する学生の評価

4，1遠隔講義でのパソ調ンの併用

　水野（！999），水野・大下（2000）は，遠隔講義でパソコンを併用することの効果や是非

について，学生がどう感じているかを調査した。その結果，学生はSUNSとパソコンの併

用により，先述した1。参加意識の欠如，2。教官とのインタラクションの不足，といった，

従来の遠隔講義の問題点が，パソコンで課題を解いて回答を教官に送信したり教官とメール

でやりとりすることで，解決しうると感じていたことが明らかとなった。また，これ以外に

も，パソコンを併用することで，！。ホームページに資料が掲載されるので大変見やすい，

2．講義時間以外にもその資料を見て復習できる，3。資料をファイルとして保存しておけ

る，等，様々なメリヅトが生じると感じ，その併用に対して極めて肯定的・積極的であるこ

とが明らかとなった。

4．2　通常の講義でのパソコンの併用

　SUNSは無論，遠隔講義のみならず，通常の講義でも活用できる。特に，　SUNSによっ

てパソコン画面をマルチ・スクリーンに提示することで，近年益々有効性・必要性が唱われ

ているマルチ・メディアを活用した講i義が可能となる。筆者（水野）は，1999年後期の認知

科学の講義で，SUNSの機能を活用し，1．画像を動かしたり音声をつけたりできるマル

チメディア・プレゼンテーション・ソフト（Microsoft社製Power　Poillt）を用いてスライ

ド画像・音声を提示したり，2。自作の心理実験プログラムによる実験の画面をマルチ・ス

クリーンに提示し，履修生全員でそれを見ながら集団実験演習を行ったり，誰かを指名して

個人実験を行いその様子を全員で観察するといった工夫を行った。そして，この講義に対す

る年末の講義評価アンケートを分析した。そのうちの，「良かったと思われる点」について，

重複を許してカウントした集計結果をFig．1に示す（悪かったと思われる点については，菊

池（2001）の調査結果とほとんど同じであったので，詳しくはこちらを参照されたい）。

　これを見るとわかるように，学生は，マルチ・スクリーンに提示されるパソコン画面に対
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　　　　　　　　　　　　0　　　　　5

　　　　　　　1，興味深い内容

　　　　　2．パソコン画面の提示

　　　　3，実験を取り入れたところ

　　　　4，参加できる講義だった点

　　　　　　5．ディスカッション

　6，新しい分野の最新の知識が得られた

　　　　7．説明がわかりやすかった

　　8，教官の人柄，熱意，親しみやすさ

　　　　　　　　9，様々な工夫

　　10，学生の意見を取り入れるところ

11講義の最初に前回の復習をするところ

12，新しい視点で物事を考えさせられたこと

　　13，専門的知識・学説も解説したこと

　　　　　　　　14，楽しかった

　　15．パソコンの便利さがよくわかった

　　　　　Fig．1講義評価アンケート

　　　　　　　　人数（89名中）
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して極めて肯定的である。細かい記述を見てみると，学生は，黒板に書かれる手書きの字を

見るよりも読みやすいこと，図がきれいなこと，図が動くこと，音が聞けること，等に特に

惹きつけられたようである。これは，最近の学生が，TV，ビデオ，インターネット，アニ

メ，等に親しんでいる画像世代の若者であることを，反映しているのかもしれない。

　また，実験が取り入れられていることについても，学生はかなり興味を引かれたようであ

る。講義に対する要望の自由記述の中にも，もっと全員参加の実験を増やしてほしいという

意見が目立った。これは，遠隔講義に限らず，通常の講義でも，学生参加を促し，講義の一

方向性を補うことが，学生の興味を引き，講義を魅力的なものにする上で大切であることを

示唆している。そしてこの試みは，それを実現する上で，SUNSのパソコン画面のプレゼ

ンテーション機能やマルチメディア機能が役立ったことを示している。

5。設備・利用情報の体系化と配信の必要性

　2で述べたように，SUNSによる遠隔教育は，教官にも学生に肯定的に受け止められて

いる。また，3で述べたように，SUNSの①の教育効果の問題は，様々な設備の導入によ

り大幅に改善されてきた。そして，4で述べたように，学生は，SUNSとパソコンを併用

した遠隔講義や，その多彩な機能を利用してのマルチメディアを取り入れた講義に対して非

常に肯定的である。

　すると，残された問題は，3の冒頭で述べた，②操作の難しさ，の問題だけである。大

下・守・箆（1990）は，遠隔講義が敬遠される原因の1つが，SUNSの機器に不慣れなこ

とが教官に心理的圧迫感を与えていることであると指摘している。また，最近でも，守ら
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（2001）が，SUNSの利用を妨げている理由の1つが「機器の操作が難しい」という誤解

にあると指摘している。

5、1現状

　守ら（2001）が言うように，SUNSの「機器の操作が難しい」というのは，「誤解」であ

る。操作を難しくしているのは，単なる「情報不足」だと考えられる。

　実際，松本のSUNSや新しい設備の操作方法，特にSUNSとパソコンの接続方法につい

ては，所属学生に遠隔教育を行う必要のない在松学部の教官や，松本にいない隔地学部の教

官にはほとんど知られていない。また，たとえ松本の講義室に赴いても，利用できる情報源

は当該講義室に置いてある簡易マニュアルだけか，あるいは，マニュアルが全く置いていな

い講義室もあり，情報を得る手段が著しく不足していると言わざるを得ない。そのため現状

では，隔地学部所属の在野教官，高年次の共通教育を担当する教官，公開講座などで必要に

迫られた教官，あるいは，遠隔講義システムに関心が高く操作方法を個人的・試行錯誤的に

調べて習得した教官など，ごく一部の教官しかSUNSを使いこなしていない。

　ただ，新たな設備が導入される毎に，その詳細情報を使用法を含めて，隔地学部を含めた

全教官に周知することは実質的には困難であり，たとえ全教官を対象にした説明会・講習会

を開いても，全員の参加を期待することは難しい。

5．2　本研究の目的

　SUNSの様々な優れた機能や，新しい試みや設備を活かすためには，最新の情報，詳し

い操作法，隔地学部を含めた全学のSUNS講義室の情報が得られるような情報源が必要で

ある。そして，信州大学のように隔地学部を多く有する大学においては，情報を共有する手

段として，LAN・インターネットが最も適する。実際昨年，信州大学のバリアフリー設備

情報をLAN・インターネットで配信したところ（水野，2001），予想以上に多くのアクセ

スがあった。これは，移動が難しい人々にとっては，あらかじめ現地の設備の情報が得られ

ることが極めて有用であるからに他ならず，その点では，隔地学部を有する信州大学の教官

も，全く同じはずである。

　そこで本研究では，いつでも，どこからでも，SUNSや松本地区に新たに設置された設

備の情報や使用法，並びに，隔地学部のSUNS講義室の状況などを詳しく知ることができ

るようなオンライン・マニュアルを作成し，これを学内LANで配信することで，　rSUNS

の操作は難しい」という誤解を解き，この多彩で優れた機能を誇るSUNSの共通教育・専

門教育における利用を推進することを目的とする。

6。オンライン・マニュアルの作成と配信

6，1情報内容と配信方法

　松本地区のSUNS61番講義室を中心に，全学のSUNS講義室の情報を収集した。特に松

本地区と隔地学部との対局講義や，隔地学部に赴いてのマルチメディアを取り入れた講義の

ために，松本だけでなく，長野の工学部・教育学部，上田の繊維学部，伊那の農学部の
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SUNS講義室のカメラ位置や松本地区とのSUNS仕様・使用方法の相違点などについて，

重点的に情報を収集した。

　次に，こうした情報を，現地・操作台・操作画面の写真を含めて体系的かつわかりやすく

まとめてオンライン・マニュアル化した。加えて，キャンパス内・キャンパス間でのパソコ

ン画面提示の操作方法のページには，提示までのプロセスが再現でぎるシミュレーション・

システムを構築・掲載した。尚，松本と隔地学部のシステムに若干の違いがあるだけで操作

方法はほぼ同様である。そこで，相違点についての情報を掲載し，事前に把握できるように

した。

　そして，以上のすべての惰報を研究代表者の研究室ホームページにrSUNSの利用法」

として掲載した（http：／／cog4．shh｝shu－u．ac．lp／suns／asahl魚061／index．html）（Fig．2）。尚，

今後の試用・調整後の運屠に関しては，全情報ファイルを研究協力室（http：／／jimuwww．

shinshu－u．ac．lp／rcd／rcd／ken－holne．h亡m）に委託し，個人研究室のホームページからでは

なく，大学レベルでの公開を依頼してある。

6．2オンライン・マニュアルの概要

　マニュアルの詳細は上記URLを参照されたいが，今回収集・体：系化・提供したSUNS

の特徴的機能，及び，新たに追加された設備や機能に関する情報の概要は以下の通りである。
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6．2．1　新たな設備

　先述したように，2001年にはSUNS61，62番遠隔講義室に教師用のDOS／Vパソコンが

常設された。また，筆者はこれにマルチメディア・ボードを組み込み，パソコン画像の

RGB・video出力とステレオ音声出力を可能にし，キャンパス内でのマルチメディアを活

用した講義や，キャンパス間でのパソコン画像・音声の送信を，教官がノート・パソコンを

持参しなくても簡単に行えるようにした。

　ホームページにはSUNS61番講義室を中心に，この新しい設備の詳細と，講義室内・遠

隔講義でのパソコン画面・音声の提示方法等をまとめたオンライン・マニュアルを掲載し，

講義室内でもLANを利用してこれを参照しながら設定や運用が可能なように設定した

（Fig．3参照）。

　また，講義前に操作方法に習熟することができるように，講義室内・遠隔講義でのパソコ

ン画面提示方法の「基本操作」の解説の最後に，シミュレーション・システムを添付した

（Fig．4）。これにより，特に隔地学部の教窟も，松本の当該講義室に赴いてから操作練習を

せずとも，隔地の教官室で操作方法をチェック，試行することができる。

6．2．2LAN関係

　先述したように，SUNS61番遠隔講義室には，本年度，無線LANのアクセス・ポイント

も設置された。そこで，このオンライン・マニュアルには，これについての情報と，共通教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝉鐙X
・プアイ懸渉・・翌翌・魏夢辞ジ嚇螢・1《幽蕊顧弾のヘル麺’1ノ＼〕・弓＼’．鳶な＼＼ぷ　ジ鴬咲阪＼．㌃、　　　二内N・

1属＝落懸藝無ll藁嘉義1無1；1轟轟瓢ゴ凝貿照1繭二二；欝欝畢

騰も臨簸臨麟法

弛¶　辱1　ぢ　轟曽一冒r’y、f羅で睡倫灘示
（禽腿え飼けPO囲）

鑛・
　　　“汚’

　’　のス幽2）　颪　メー　，

3v「

耀羅針、

．難肋、

・一酬　｛i鰺　　　雫よ田のみ〕
2　メ再臨
3　　　　閥　　一バー

蝋瞭塞「§留一」；田のみ）

輪7，その絶9）　　魑バス
1　　，1備帝
1轟酬
鋼＿．

藤避

2．61番講義懇懇で画像を提示

Oξ恥e2000，　Net瓢a胆Cornπ帽unkatQr等がlr旧t田応れていまア。

　　　　　　　　　　　　　　　②RGB出カー多マルチスクリ・一ンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働荏報コン量7ント　　　　　　①酪農蝋　　　　　　　　　　　　　　　　接続崩インターフ↓イス
　　　　　　　　　　　　　　　（左：DQ3／V用，るPC98

1、欝縫暴霧羅

野州．

騨触けパソコンの鋤騰鹸6B竃肋諭に

この蒔のDip　Swi【chの設濾

⑥侍ち込みのノ・一トバソコンの
　RGl｝出力場子との｝蜜競

翫．雛鍛甜

融雛㍊譲繭ド

轡貫．

内：ギキュ誘鋼ト二日7ド…　：．：「鷺嘗置…∵ζ貫「叩　’り、…“ひ等内…』　、∵”…一で　　“『」　油内栴　い』戸　’例∵

　　　　　　　Fig．3パソコン颪面の61番講義室内での提示方法

嵩》、島　画聾霧　渉：



116

；灘警灘㌶鷺饗響
htt漁。輔，細「、，，・／。。蘭朝緬1／，門下

識譲濾鷺翼1謬漆
松本，地キャンバス
SU漣361爵講義室使甲法

ま議騙盛狸

転擬巌輪唱麺畠山

竪二二】で薦1駈提示

（含瞬え付けF｛）酬〉

簾1
エ　　　　　　ヒ

　　aス鯉？1　　　　一

3》TP瓢

筒難難，
．購霧。。2

けアぼ

．讐の　島メ警

・一セ酬　が　ゑぽ　おのみき
§繍嶋スー、～一そ円
き

蠣燃竃「蹟瀞r上田‘，み）

一フその　鑑。．
葺鐡㎜
鉱雌．

　　、謀騨

濾議癖
ρ，隔地にパソコン画面を送信一シミュレーションー　（最大編にしてお試し下さい）

　　　　　　　　　　　　　　　⑤　　　　　⑥1　　　　　　　　　　③　　　　　④

一瓢譲纏騨端麗韻．
　　　　　　　　　　　　柑手局マルチスクリ吠ノ

論麹劃
1差響鐘　　．屑

　　　　　　　　　　Flg，4　パソコン画像送信のシミュレーション画面

育センターの作成する無線LANカード設定情報へのリンクを設定し，その情報が参照しや

すいようにした。

　また，SUNS61番遠隔講義室には，教欝欝のパソコンのための情報コンセント，及び，学

生用の情報コンセントも設置されている。そこで，その外観や仕様，及び，教育システム開

発センターの作成した情報コンセントの利用方法とパソコンの設定の仕：方の情報ページへの

リンクも掲載した。

　これにより，本ホームページからすべてのLAN関係の情報を容易に得ることが可能とな

った。

6，2．3　マルチ・スクリーン関係

　SUNSには，パソコン画面を講義室内で提示する際，その画面の上部1／3，中部1／3，下

部1／3を選んで8面マルチ・スクリーン全面に拡大表示する機能がついている。これにより，

パソコン画面上の数式などの細かな情報を，講義室の最後列からでもはっきりと見ることが

できる。

　しかしこの機能は，パソコンのモニタの周波数によっては使用不可能な場合があること，

この点を含めた簡易マニュアルの説明が著しく不足していたことなどから，あまり利用され

てこなかった。

　そこで，本オンライン・マニュアルには，拡大表示のできる周波数についての詳しい説明

と使用法を記載するとともに，拡大表示がどのようになるのかが見てわかるように，実際の
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　　　　　　　　　　　　　Fig．5　パソコン画像の拡大表示方法

写真を掲載した（Fig，5）。

6．2．4パソ調ン画薗・音声以外のマルチメディア提示機能

　SUNSでは，パソコン画像・音声の他に，書画カメラ，　VTRの画像・音声，教団カメラ

・情景カメラ各2台をマルチ・スクリーンに同時提示することができる。また，VTRに講

師局や受講局の映像を録画することもできる。さらに，計4台の教官カメラ・情景カメラに

ついては，撮影位置の調整・映像の拡大や縮小・オ一幅フォーカス等も可能である。

　オンライン・マニュアルには，各々の提示方法の詳細を掲載するとともに，特に，従来，

操作方法がわかりにくいためにあまり使われてこなかったVTR録画の方法の詳細，教官・

情景カメラ各2台の設置位置・撮影可能位置・移動・拡大等の操作方法についても，詳しい

説明を載せた。

6．2．5遠隔講義のための特別な機能

　SUNSには，送信画像の選択，受信局・受信画像の選択，字幕スーパーのON／OFF，な

ど，遠隔講義の際に利用できる極めて多彩な機能がある。しかしながら，既存の簡易マニュ

アルのこれらの説明は，不十分，ないしは，非常にわかりにくい。

　そこでオンライン・マニュアルには，不足していた清報を補い，いずれの操作をも極めて

容易に行うことができるような詳細かつわかりやすい説明を掲載した。

　また，SUNSは，他の画像ネットワーク・システムには見られない優れた双方向性を有

している。特に，遠隔地のカメラを舗御できる「対局講義」の機能は，卓越している。しか
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しながら，この機能に関する簡易マニュアルの説明は不十分でわかりにくく，また，種々の

制約（利用可能な局，局数の限界等）もあるため，この機能は残念なことに，従来あまり利

用されて来なかった。

　そこで，オンライン・マニュアルでは，「対局講義」を別項として掲載し，遠隔地のカメ

ラ操作方法を中心に，その利用法を詳しく解説した。また，「各キャンパスの情報」の中に，

各キャンパスのSUNS講義室の状況・カメラ位置などを掲載し，遠隔地の講義室をイメー

ジしながらそのカメラ操作が容易にできるよう工夫をした。

　さらに，本年度後期には，パソコン画像を遠隔地に送る方法として，従来のNTSC（ビ

デオ）出力に加えて，RGB出力が利用できるようになった。これで，パソコン画面を遠隔

地に送る方法は，1。NTSC出力の予備入力を介した呈示，2。　NTSC出力のVTRを介

した呈示，3、教官カメラでマルチスクリーンを撮影しての呈示，に加えて，4、RGB出

力の直接呈示，の4種類となった。

　これら4つの方法には各々メリット・ディメリットがあり，霞的・状況によって使い分け

る必要がある。そこで，オンライン・マニュアルの「隔地に画像を送信」の「1）PC画面

送信方法」に，その詳細と，各々の詳しい使用方法を掲載した（Fig．6）。

6．2．6　一斉酉己イ護

　2001年度後期に，SUNSの講師局の映像と音声を配送サーミに送り，それを学内LAN
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で一斉配信することができるようになった。これにより，学内LANに接続してあるパソコ

ンがあるところなら，どこからでも，SUNSの会議や講義を閲覧できるようになった。

　これは，SUNS利用の予轟轟に，一斉配信の項にチェックを入れるだけで利用できる。

一斉配信が予約されると，送信Aの映像がエンコーダを介してストリーミソグ・サーバに送

られ，学内LANで配信される。利用しているのはMicrosoftのWindows　Mediaで，平成

13年11月現在，若里のmmsl〃gipvodw1．shinshu－u．ac．jp／WLive／と，西長野のmms；〃

gipvod111．shinshu－u．ac．lp／NLive／をMedia　Playerで視聴することができ，今後，全キャン

パスにサーバが配置される予定である（詳しくは，総合情報処理センターの，http：／／www．

center．shillshu－u。ac．lp／center／shin＿ollly／suns－s宅realn．html参照）Q

　オンラインマニュアルの一斉配信の解説画面には（Fig．7），教育学部で行われた地域連携

フォーラムのHVE中継を松本の研究室のパソコンのMedia　Playerで見た場合を例示した。

このように，教育・研究上有用な情報が，全キャンパスで極めて簡便かつ快適に共有できる

ようになったのである。

　今後は，配送サーバからどのような情報を，どのような形で提供すべきかについて，様々

な試みが行われていくことが期待され，その可能性は無限大である。
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7。総合的考察

　物理的問題を解決してくれるSUNSによる遠隔教育は，教官・学生に極めて肯定的に受

け止められている。また，教育効果に関わる問題は数多くの改善策により解消されてきてお

り，その効果は実際の講義に限りなく近づいてきている。そして，SUNSの多彩な機能を

利用した，マルチメディアをふんだんに取り入れた講義は，学生の興味・関心を引くことも

確認されている。にもかかわらずSUNSが活用されてこなかったのには，「操作が難しい」

という誤解が大きく影響している。そして，この誤解は，主として操作方法等についての情

報不足に起因していたと考えられるのである。

　従来は，隔地学部教官には共通教育設備の具体的内容や操作方法を知るすべがなく，隔地

学部からわざわざノートパソコンを持参される教官も多かった。しかし，このオンライン・『

マニュアルを利用すれぽ，いつでもどこからでも新しい設備の情報や詳しい使用方法を知る

ことができるため，その必要がないことを事前に知ることができる。また，操作のシミュレ

ーション・システムを利用して事前に使用法を確認し，スムーズな講義を行うことができる。

さらに，これを利用することで，目的に合った機能を新たに発見できる可能性すらある。

　また，遠隔地でマニュアルを事前に読むことができても，現地の設備の具体的状況がわか

らなけれぽ十分な理解は難しい。また，対局講義におけるカメラ操作などは，相手局の遠隔

講義室の状況を知らなければ，極めて困難である。このオンライン・マニュアルには，全キ

ャンパスのSUNS講義室の配置図や，操作方法・設備の主たる相違点についての情報も掲

載されているため，相手局の学生やカメラの位置などをイメージしながらカメラ操作を行う

といったことも容易になるはずである。

　さらに，在松教官でも従来は，教室に赴き，そこに配置してあるマニュアルを手がかりに

操作するしか方法がなく，また，マニュアルの置いていない遠隔講義室もあった。しかも，

簡易マニュアルは，設置業者が作成した非常に古いもので，専門的で非常に理解しづらく，

不十分でもあった。また，講義中に操作方法を誰かに尋ねたくても，詳しい事務官が必ず手

が空いているとは限らず，わざわざ講義室に来ていただける可能性は低い。本オンライン・

マニュアルは，講義室に配置されたパソコンを利用して，講義中にでも確実に見ることがで

きるだけでなく，それを見ながら操作することも可能である。

　本オ・ンライソ・マニュアルが，SUNSの新しい設備や操作方法についての絶対的な情報

不足を補い，全学教官が，SUNS，及び，教育改善のために新たに設置された様々な設備や

機能を活用する一助となることを，切に願う。
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